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平成２６年９月議会 について

平成２６年１１月

太宰府市議会

第１回太宰府市議会意見交換会

開会のあいさつ

議会基本条例について

９月定例議会の報告

臨時議会の報告

質問・意見交換

閉会のあいさつ

意見交換会次第
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議会をもっと活性化
するには？

いままで

 活動についての広報は、定例会ごとに発行する「議会だより」
や市のホームページでおこなってきました。

 また会議録は議会事務局、中央公民館、各地区公民館に置かれ
自由に閲覧できるとともに、市ホームページにも掲載しています。

 本会議、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会は公開して
います。

 個人では報告会の開催や広報誌の配布を行う議員もいます。
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 活動についての広報は、定例会ごとに発行する「議会だより」
や市のホームページでおこなってきました。
⇨ 目にしない・分かりにくい ホームページは見られない

 また会議録は議会事務局、中央公民館、各地区公民館に置かれ
自由に閲覧できるとともに、市ホームページにも掲載しています。
⇨ わざわざ見には行かない ホームページは見られない

 本会議、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会は公開して
います。
⇨ わざわざ見には行かない 議論の内容がよく分からない

 個人では報告会の開催や広報誌の配布を行う議員もいます。
⇨ 個人ではなく、市議会としての報告が必要

ところが…

これから

議会基本条例の施行（平成２６年４月～）

 意見交換会を開催し、直接に議会の報告を行います

 参考人制度及び公聴会制度を積極的に活用します

 請願者の希望により意見陳述の機会を設けます

 市長等の反問権を認めます

 自由討議による合意形成に努めます etc.…
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太宰府市議会基本条例
とは？

施行までの経緯 平成２３年６月～

議会基本条例（議会改革）特別委員会を設置

現状の課題の整理・検討

先進事例の調査研究・研修会の開催

市民意見交換会の開催

条例に盛り込む内容の整理・検討

素案の作成

パブリックコメント

 平成26年 3月議会に提案・可決、4/1施行
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太宰府市議会では、

議員としての資質向上に努め

市民に信頼される議会を目指して

この条例を制定しました。

制定の目的

議会の活動原則・責務（第２条）

 市民を代表する議員で構成される議決機関であることを常
に自覚し、公正性及び透明性を確保するとともに、市民に
開かれた議会運営を目指す。

 市民本位の立場から適正な市政運営が行われているかを監
視し、評価する。

 市民の多様な意見や要望を把握し、政策形成に適切に反映
させるため、政策提言、政策立案等の機能強化に努める。

 市民に対して議会の議決、審査又は議会活動についてその
経緯、理由等を説明する責任を果たす。

① 議会と市民の関係
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情報発信及び広報広聴の充実（第４条）

 積極的に情報を発信するとともに、常に市民の意見や要望
を把握し議論に反映させる。

 公正及び透明性を確保するとともに、市民に開かれた議会
を目指す。

 広報広聴の充実を図るため少なくとも年1回は、市民との
意見交換会を開催する。

① 議会と市民の関係

議会及び議員と市長等との関係（第６条）

 議会は、市長及び執行機関の長と常に緊張ある関係を保持し、市
政の監視及び評価を行う。

 議員が行う代表質問及び一般質問は、市政上の論点及び課題を明
確にするため一問一答方式で行う。

 議長から本会議又は委員会への出席を要請された市長等は、議員
の質問に対し議長又は委員長の許可を得て反問することができる。

 議会は、会期中又は閉会中に関わらず、市長等に文書により質問
ができる。この場合、文書により回答を求める。

② 議会と市長の関係
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 対等の関係である

 選挙によって選ばれ、共に市民を代表する

 与野党のような関係は存在しない

② 議会と市長の関係

③ 議会と市民、市長の関係
（二元代表制の仕組み）

市民

市議会 市長

選挙

議案提出 ◆説明責任等

選挙
納税
市民との協働
直接請求等

議会報告・意見交換会等
の説明責任

公聴会、参考人制度等

総合計画
施策・事業等行
政サービス等

政策提言
請願・陳情等

議決 ◆監視 ◆政策提案等

《議事機関》 《執行機関》
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平成26年第３回定例会を９月２日から９月26日まで、
25日間の会期で開催し、

の審議を行いました。

◆ 報告案件６件 ◆ 一般会計補正予算２件

◆ 認定案件７件 ◆ 特別会計補正予算１件

◆ 市道路線の廃止１件 ◆ 請願３件

◆ 市道路線の認定１件 ◆ 意見書２件

◆ 条例の制定２件 ◆ 陳情１件

◆ 条例の一部改正５件 ◆ 要望１件
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各会計の平成２５年度歳入歳出決算認定について

平成２５年度決算特別委員会が９月２日・１９日・２２日に開催され、一般会計、４特別
会計、２公営企業会計について慎重に審議を行い、９月２６日の本会議において、
多数の賛成をもって認定及び原案可決されました。

平成２５年度会計別決算状況（単位：千円）

区 分 一般会計
国民健康保険事業

特別会計
後期高齢者医療特

別会計
介護保険事業特別

会計
住宅新築資金等貸
付事業特別会計

歳入総額 23,413,636 7,220,340 1,031,676 4,299,431 2,305

歳出総額 22,314,701 8,103,320 981,440 4,250,423 1,586

歳入歳出差額 1,098,935 -882,980 50,236 49,008 719

翌年度へ繰り
越すべき財源

298,304 0 0 0 0

実質収支額 800,631 -882,980 50,236 49,008 719
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太宰府市ホテル等設置奨励条例

第５条 市長は、奨励事業者にホテル等
設置奨励金を予算の範囲内で交付する
ことができる。

※新設は投下固定資産総額が１億円以
上、増設は、増設部分の投下固定資産
総額が５千万円以上であるホテル等
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平成26年第１回臨時会を１０月６日、１日間の会期で
開催し、一般会計補正予算１件の審議を行いました。

補正前 補正後

事項 期間 限度額 期間 限度額

体育複合施設整備関係費
平成26年度

平成27年度
1,481,000

平成26年度

平成27年度
2,006,000

第１表 債務負担行為補正

変 更 （単位：千円）

～ ～
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市長の説明

今回の補正予算は債務負担行為の補正で、平成26年度から
平成27年度にかけての体育複合施設整備関係費の限度額14
億8100万円に5億2500万円を追加をし、限度額20億600万円と
するもの。

今回の補正により体育複合施設整備事業の総額は【資料１】に
示しているとおり、平成25年度からの総事業費が32億3473万4
千円となり、その中の本体工事および外構工事など建設にかか
る工事請負費の予算額は29億8800万円になる予定。

財源としては今回の債務負担行為追加の5億2500万円全額
を総合運動公園整備事業基金から繰り入れを行う予定で、平
成27年度の当初予算に計上する。

体
育
複
合
施
設
整
備
事
業
費

（単
位
：
千
円
）

総事業費

３２億３４７３万４千円

資料 １
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 基本プランを承認した。防災上も必要
不可欠な施設。

 十分な説明がなく、議会軽視だ。

 委員会に付託し、議論を深めるべき。

 建設費は何度も見直され、２年間で倍
近くになった。

 ５億２５００万円は定例会で議論する一
般会計補正額に匹敵する。１日だけの
臨時会で決定すべきではない。

 市長は結論ありきの状況の中、定例会
をまたず招集、提案をしたわけで、議論
を避けたものと言わざるを得ない。

議案第48号
平成２６年度太宰府市一般会計補正予
算（第５号）について

原案
可決
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平成26年第２回臨時会を１１月１０日、１日間の会期
で開催し、契約案件１件の審議を行いました。

議案第４９号

太宰府市体育複合施設新築工事請負契約の締結について
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市長の説明
本契約は体育複合施設の新築工事に係る契約であり、地方
自治法の規定に基づき議会の議決を求めるもの。工事内容は３
階建てで平成２８年２月２９日までの完成を予定している。

入札の状況は前回平成２６年７月１日に条件付き一般競争入
札の公告を行い８月６日に開札したが、予定価格の範囲内で有
効な入札を行ったものが無かったために、この入札を中止した。

今回設計内容等を見直し再度の入札を実施するにあたり、前
回と同様な条件付き一般競争入札をおこなっても多くの参加が
望めず競争性が確保できないと判断し、指名競争入札に変更
して福岡市内に本店及び支店がある業者８社を指名し、うち６
社の参加により入札を行った。

結果、戸田建設九州支社が落札し１１月２日に仮契約を行った。
詳細は入札調書をご覧いただきたい。

入札結果調書

入札日時 平成２６年１０月３０日（木） １１：００

入札場所 太宰府市役所２階入札室

契約の目的 太宰府市体育複合施設新築工事

契約の方法 指名競争入札による契約

契約金額 ２，７９７，２００，０００円 （うち消費税207,200,000円）

契約の相手方
福岡市中央区白金２丁目１３番１２号
戸田建設（株）九州支店 執行役員支店長 宮崎博之

工期 契約日の翌日から平成２８年２月２９日

№ 業者名 １回目

１ 松尾建設㈱福岡支店 2, 609, 000, 000

２ ㈱浅沼組 九州支店 2, 831, 000, 000

３ 戸田建設㈱九州支店 2, 590, 000, 000

４ 西松建設㈱九州支社 2, 829, 000, 000

№ 業者名 １回目

５ ㈱鴻池組 九州支店 2, 880, 000, 000

６ ㈱松本組 2, 864, 000, 000

７ ㈱安藤・間 九州支店 辞退

８ ㈱錢高組九州支店 辞退
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なし  議案書に仮契約書の資料がない。
議会無視ではないか。

 設計を大きく変更したのだから、計画を
最初から見直し、議会に諮りなおすべき。

 指名競争入札となり市内企業は下請け
しかなれずメリットが少ない。

 建設費がどんどん膨らんだうえ、利用見
通しもなく判断しようがない。

議案第49号
太宰府市体育複合施設新築工事請負
契約の締結について

可決
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議会報告・意見交換会へのご参
加ありがとうございます。

皆様からいただいた、ご意見・ご
要望は議会審議の中で積極的に
活用してまいります。

太宰府市議会


